




















This paper clarifies the real states and mechanism of ultra-low formations in the 
export prices of foods produced in China, and the influence of reducing prices far be-
low costs on the quality and the safety of foods. The paper examines three case studies: 
traces of agricultural chemicals in frozen spinach, contamination of powdered milk with 
melamine, and food poisoning caused by frozen Chinese meat dumplings produced in 
China.
In 2000, the producer price for spinach grown in Japan was 3.9 times higher than 
the export price for spinach grown in China. In 2008, the price of Japanese milk as a raw 
material was 2.2 times higher than that in China. Meanwhile, the selling price for frozen 
Chinese meat dumplings produced in Japan is 3.1 times as high as those produced in 
China. However, the productivity of the food products mentioned above is much higher 
in Japan; therefore, it must be the case that the ultra underestimation of the value of the 
Chinese Yuan constitutes the basic factor in the ultra-low price formations for Chinese 
food exports.
This long-term ultra-low formation of export prices, lower indeed than the costs of 
production, leads, on one hand, to extremely competitive export prices and, on the other  
hand, to financial difficulties and a drop in morale, through declining realization rate of 
the commodity’s value.
In the case of frozen spinach and powdered milk, the low morale of the producer and 
the manager led to the mass production of foods that failed to meet safety standards. 
Further, in the case of Chinese meat dumplings, low morale aggravated dissatisfaction 
with working conditions and provoked an instance of food terrorism: the Chinese meat 
dumplings were intentionally contaminated.
The Real States and Mechanism of Ultra-Low 
Price Formations of, and the Safety Problems 


























その後も、2007 年 12 月の中国製冷凍ギョー
ザ中毒事件や 2008 年 9 月の中国製粉ミルク有







































































































を測り、例えば、リンゴ 1個＝ 80 円と、価格
をつける機能である。②交換手段機能は、等価
物の商品交換の仲立ちをする機能である。例え
ば、鉛筆 2本＝ 100 円＝ノート 1冊である。貨
幣の発生によって商品所有者の交換は、販売と
購買の 2つの段階に分かれる。すなわち、まず
自ら生産した鉛筆 2本を市場で販売し 100 円の
収入を得、次いでそのお金を使って自分の欲し
いノート 1冊を購買するという 2段階である。












1ドル＝ 120円と設定し、円安を 1ドル＝ 360円、
円高を 1ドル＝ 90 円と設定した。図の上段に
は、不等号を使って数値を横列に表記した。下
（貨幣価値平価）
360円 /ドル（円安） < 120円/ドル < 90円 /ドル（円高）
（適正水準）
1 ドル ＝  90 円（円高）　　　4ドル ＝  360 円
1ドル =  120円（適正水準）　3ドル =  360円






図 1　より、1ドル＝ 90 円の円高の時、国内
で 360 円の商品の輸出価格は 4ドルとなり、適
正な価格の 4 ／ 3 倍になる。一方、1 ドル＝






























図 2　1995 ～ 2009 年 先進国・中進国・発展途上・新興国の通貨価値実現率 ( 総平均・最近 )
資料：総理府統計局編『国際統計要覧』、総務省統計局編『世界の統計』より作成。
注 1） 通貨価値実現率の総平均は、1995 ～ 2009 年の諸数値の総平均である。最近は、2009 年までの 2～ 3年の諸
数値の平均である。
2） 通貨価値実現率（％）＝為替レートの逆数÷貨幣価値平価の逆数× 100.0 ＝貨幣価値平価÷為替レート×
100.0 である。
　 3） 為替レートは、IMF報告による。















（1）1970 年～ 1985 年の実態
1971 年 8 月に、ニクソンショック（金とド
ルとの交換停止）が勃発し、71 年 12 月のスミ
ソニアン合意によって 1ドル＝ 308 円となった。
72 年の貨幣価値平価は 1ドル＝ 118 円のため、
通貨価値実現率は 38％となった。
1973 年 2 月に、円は変動相場制に移行した。
そのため為替レートは、73 年以降円高が進行
し、75 年に 1ドル＝ 270 円に、78 年～ 79 年に
は一時 1ドル＝ 210 円台に、83 年～ 85 年には
1 ドル＝ 230 円台後半になった。73 年～ 85 年
の貨幣価値平価は 1ドル＝ 149 円前後のため、
通貨価値実現率は 60％前後に上昇した。
（2）1985 年～ 2000 年の実態
1985 年 9 月のプラザ合意（円安・ドル高の
是正）によって、86 年以降、円の為替レート
は 1ドル＝ 100 円台に急上昇し、86 年～ 92 年
には 1 ドル＝ 141 円前後、93 年～ 96 年には 1
ドル＝ 104 円前後、97 年～ 2000 年には 1 ドル
＝ 118 円前後で変動・推移している。円の貨
幣価値平価は、86 年～ 92 年には 1 ドル＝ 142
円前後、93 年～ 96 年には 1ドル＝ 131 円前後、
97 年～ 2000 年には 1ドル＝ 116 円前後で推移
している。そのため、円の通貨価値実現率は
図 3-1　1970 ～ 2009 年の日本円の為替レートと貨幣価値平価・通貨価値実現率
資料：総理府統計局編『国際統計要覧』、総務省統計局編『世界の統計』より作成。
注 1） 為替レートは、IMF報告による。
2） 貨幣価値平価は、アメリカの就業者 1人当たり国内純（総）生産＝当該国の就業者 1人当たり国内純（総）
生産として算出したものである。
　 3） 通貨価値実現率（％）＝為替レートの逆数÷貨幣価値平価の逆数× 100.0 ＝貨幣価値平価÷為替レート×
100.0 である。
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86 年～ 92 年には 101％前後、93 年～ 96 年に
は 126％前後、97 年～ 2000 年には 98％前後で
推移し、円通貨は 86 年以降、93 年～ 96 年を
除き、ほぼ価値通りに評価されているといえよ
う。93 年～ 96 年は、円通貨が価値以上に評価
されている超円高の時期である。
（3）2000 年～ 2009 年の実態
1992 年以降、円の貨幣価値平価は緩やかな
上昇傾向にあり、1991 年の 1 ドル＝ 146 円か
ら 2001 年の 1 ドル＝ 108 円、2007 年の 1 ドル
＝ 84 円に上昇している。一方、2001 年～ 2007
年、円の為替レートは上記の貨幣価値平価を若
干下回って 1 ドル＝ 116 円前後で推移してい
る。そのため、円の通貨価値実現率は 2000 年
の 104％から 2007 年の 71％にまで低下し、急
激な円安基調が進行した。しかし、2008 年以降、
円の為替レートは円高基調に反転し、2007 年
の 1 ドル＝ 118 円から 2008 年の 1 ドル＝ 103
円、2009 年の 1 ドル＝ 93.5 円に急上昇してい
る。そのため、円の通貨価値実現率は上昇に転










人民元の為替レートは、90 年～ 93 年には 1
ドル＝ 4.7832 元から 1 ドル＝ 5.7620 元まで低
下している。1994 年には、人民元が 1 ドル＝









よかろう。為替レートは、1994 年には 1 ドル
＝ 8.6187 元に一層低下するとともに、1995 年
～ 2004 年にはほぼ 1ドル＝ 8.2932 元の水準を
横ばい推移している。
図 3-2　1990 ～ 2009 年中国人民元の為替レートと貨幣価値平価・通貨価値実現率
注）資料と注は図 3-1 に同じ
177日本における中国産輸入食品の超格安の実態およびメカニズムと安全性問題
2005 年 7 月に、人民元の為替相場制度は通
貨バスケット制による管理フロート制に移行す
るとともに、人民元の為替レートは、1ドル＝
8.28 元から 1ドル＝ 8.11 元に約 2％切り上げら
れた。そのため、人民元の為替レートは、2005
年～ 2009 年に 1 ドル＝ 8.1943 元から 1 ドル＝
6.8314 元に上昇している。一方、人民元の貨幣
価値平価は、90 年～ 2008 年には緩やかな低下






























注 1） 中国産の冷凍ホウレンソウは、中国通関統計局の 2000年産の対日輸出価格（FOB価格）を用いた。輸出価格は、
6,557 元 /t＝ 792 ドル /tである。この時、人民元為替レートは、1ドル＝ 8.2785 元である。図上の曲線の関
数式は、y＝ 6,557/xである。
2） 日本産ホウレンソウは、農林水産省『農業物価統計』の 2000 年産の全国平均販売価格である。
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出は、原則として FOB価格（Free on board、
運賃・保険料を含まない価格）である。中国の
2000 年産冷凍ホウレンソウの対日輸出価格（y）
は 6,557 元／ t＝ 792 ドル／ tである。この時、
人民元為替レート（x）は 1ドル＝ 8.2785 元で




図 4-1 より、2000 年の日本産ホウレンソウの
販売価格は 3,115 ドル／ t（1ドル＝ 107.77 円）、
中国産冷凍ホウレンソウの輸出価格は 792 ドル








































売価格 830 円／ 10kgを用いた。中国産原料乳
価格は、日経新聞（2008 年 10 月 8 日付け）の「事
件発覚直前に 1 トン 2,500 元（37,187 円）」を
用いた。中国産原料乳価格（y）は 2,500 元／ t
＝360ドル／ tである。この時、人民元為替レー
ト（x）は 1ドル＝ 6.9487 元である。図上の曲




図 4-2 より、2008 年の日本産原料乳価格は
803 ドル／ t（1ドル＝ 103.36 円）、中国産原料







である 1 ドル＝ 0.4090 元の時には、中国産原











































注 1） 中国産原料乳価格は、『日経新聞』（2008 年 10 月 8 日付け）の「事件発覚直前に 1トン 2,500 元（37,187 円）」
を用いた。2,500 元／ t＝ 360 ドル／ tである。この時、人民元為替レート（x）は 1ドル＝ 6.9487 元である。
図上の曲線は、y＝ 2,502 ／ xという反比例の関数式で表すことができる。







当たり 41 円である。8万 3,000 世帯の会員を有
する「大地を守る会」の大地宅配の場合、「焼
き餃子」が 8個 162gで 331 円、1 個（19g）当
たり 41 円である。材料の種類や含有比率が違
うので、一概には比較できないが、重量を同じ
14gで換算すると、前者は 22 円 96 銭、後者は





/1,400g＝ 22.21 ドル /1,400gである。中国製冷
凍ギョーザの販売価格は、「CO・OP手作り餃
子」（2008 年）の場合である。745 円 /1,400g＝
7.20 ドル /1400gである。人民元為替レート（x）
は 1ドル＝ 6.9487 元である。図上の曲線は、y




図 4-3 より、2008 年の日本製冷凍ギョーザ
の販売価格 22.21 ドル /1,400g（1ドル＝ 103.36
円）、中国製冷凍ギョーザの販売価格は 7.20 ド






貨幣価値平価である 1 ドル＝ 0.4090 元の時に
図 4-3　中国人民元の為替レートの変化と冷凍ギョーザの内外価格差（2008 年産）
資料：『世界の統計』、瀧井 [12]p.15 より作成。
注 1） 中国製冷凍ギョーザの販売価格は、「CO・OP手作り餃子」（2008 年）の場合である。745 円 /1,400g＝ 7.20
ドル /1400gである。人民元為替レート（x）は 1ドル＝ 6.9487 元である。図上の曲線は、y＝ 50 ／ xとい
う反比例の関数式で表すことができる。
2） 日本製冷凍ギョーザの販売価格は、「らでぃっしゅぼーや」の「口福広場　飲茶肉餃子」（2008 年）の場合で



















































































2008 年 9 月、河北省石家荘市の三鹿集団（事
件後に破産）が製造、販売した粉ミルクに有害
物質メラミンが混入していることが発覚した。


























































































任者として妻と共に 1日 13 時間以上働き続け
たが、月給は 800 元（約 1万円）前後で、ほと
んど昇給がなく、業績が悪いと給与がカットさ
れることもあったという。天洋食品は事件当時
























































































第 3節では、1970 ～ 2009 年の日本円と 1990
～ 2009 年の中国人民元の為替レートと貨幣価
値平価・通貨価値実現率の実態を明らかにした。
日本円の通貨価値実現率は 2000 年の 104％か

















































年 7 月 12 日付け）より引用。
2） 「中国産枝豆に残留農薬」『朝日新聞』（2002 年 7
月 30 日付け）より引用。
3） 「中国産マツタケに農薬」『日経新聞』（2002 年 8
月 29 日付け）より引用。












（2002 年 7 月 12 日付け）より引用。
10） 「回収汚染ミルク販売か」『朝日新聞』（2010 年 2
月 6 日付け）より引用。
11） 12）「メラミン 4商品検出」『朝日新聞』（2008 年
9 月 27 日付け）より引用。
13） ～17）「中国の乳製品にメラミン混入」『日経新聞』
（2008 年 10 月 8 日付け）より引用。
18） 「ギョーザ事件 日中懸案一つ進展」『朝日新聞』
（2010 年 3 月 28 日付け）より引用。
19） 「ギョーザ事件 元工員拘束」『朝日新聞』（2010
年 3 月 27 日付け）より引用。
20） 「「毒物 3回混入」と供述」『朝日新聞』（2010 年
3 月 29 日付け）より引用。
21） 「毒ギョーザ袋「穴はあった」」『朝日新聞』（2010
年 5 月 15 日付け）より引用。
22） 23）「ギョーザ事件 日中懸案一つ進展」『朝日新聞』
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